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論文内容の要旨
本研究では.アサガオの葉におけるポリアミン (PA)合成酵素の光誘導機構を酵素活性の変化， PA量の
変動，遺伝子発現等を調べることによって検討した。
PA合成系の律速酵素としてアルギニン脱炭酸酵素 (ADC)，オルニチン脱炭素酵素(ODC)及びs-アデノシ
ルメチオニン脱炭酸酵素(SAMDC)が知られており， S}叩 C活性は光によって誘導されることが報公されて
いるのそこで.ADC. ODCによる2つのプトレシン合成経路の光誘導を調べたところ.ADC活性のみが光に
よって誘導された。 ADCはクロロプラストに存在することから， ADC活性の光誘導によるPA合成と光合成
との関連が示唆された。また， ADCの光誘導はS岬 Cとは巣なり，点灯前の暗期中の温度と湿度の影響を
受けなかった。このPA合成系僻素の光誘導に伴うPA賞の愛動を調べたところ.ADC. S刷DC活性両方が上昇
する条件ではスペルミジン量の増加が，また A賦活性のみが上昇する条件ではプトレシン量の増加が見ら
れ，合成系酵素活性の変動とPA量の変化が一致した。
次いで.PA合成酵素のうち，スペルミジン，スペルミン合成の律速酵素である SAMDCの光誘導について
遺伝子レベルで調べた。この SAMDC光誘導は転写レベルにおいて調節され，光によって遺伝手発現は速や
かに応答したのまた，この光誘導にかかわる光受写体を調べるため，種々の波長の光の遺伝子発現への効
果を調べたところ，青色光が最も効果的で，次いで赤色光， UV光，緑色光のI1闘であり，近赤外光では発現
されなかった，さらに， 5分間赤色光照射後の10分間近赤外光照射により遺伝子発現が抑制され，近赤外
光の打消効果も認められたの赤色光 2.5分照射直後に青色光を 2.5分照射した場合，赤色光5分あるいは.
青色光5分の単独照射のものより強く発現した。以ーしのことより，s訓DC追伝子の光による発現には，フィ
トクロームと青色光受存体の両方の関与が考えられたり
多くの光合成関連遺伝子は光により誘導され.概日リズ、ムを持つことが知られている。光による SMIDC
遺伝子の応答に慨日リズムがあるかどうか調べたところ，約24時間周期のリズムが認められた。以上のこ
とから SAMDC遺伝子の発現は光合成と何らかの関係があることが示唆された。
論文審査の結果の要旨
値物のポリアミン (PA)合成系の律速酵素としてアルギニン脱炭厳酵素 (ADC)，オルニチン脱炭酸酔素
(ODC)及び$..アデノシルメチオニン脱炭酸酵素 (SMIDC)が知られており，業の SAMDC活性は光によって誘
導されることが報告されているじ
本論文では，アサガオの葉におけるPA合成酵素の光誘導機構を酵素活性の変化.PA量の変動，遺伝子先
-7B・
現等を調べることによって検討しているω まず.ADC. OOCによる 2つのブトレシン合成経路の光誘導を調
べ， ADC活性のみが光によって誘導されることを見:1しており， AOCはクロロプラストに存住することか
ら.AOC活性の光誘導によるPA作成と光合成との関連について示唆している。 ADCの光誘導は SAMDCとは
誕なり.点灯前の暗期11.1の制度と湿度の影響を受けず，またこのPA合IV<:系酵京の光誘導に伴う P.~迫の変動
を調べたところ.ADC， SAMDC活性向方が上昇する条件で、はスペルミジン霊の増加が.そして ADC活性のみ
が_k.昇する条件ではプトレシン量の増加が見られ，合成系酵素活性の変動とPA量の生化が一致することを
見出している。
次いで， PA合成酔素のうち，スペルとジン，スペルミン合成の律速酵素である S馴DCの光誘導について
遺伝子レベルで調べており，この SA¥IDC光誘導は転写レベルにおいて調節され.光によって遺伝千発現は
速やかに応答することを明らかにした。また.この光誘導にかかわる光受容体を明らかにするため，種々
の波長の光の遺伝子発現への効果を調べている。その結果，フィトクロームと青色光受容体の両方が関与
することを明らかにしたり多くの光合成関連遺伝子は光により誘導され，概日リズムを持つことから知ら
れているの本研究では.光による SAMDC遺伝手の応答における概日リズ、ムの関勺ーについて検討し約24時
間周期の概口リズムを持つことを明らかにしている。
以上の研究成果から木論文はポリアミン合成酵素の光誘導機構を酵素活性.ポリアミン景及び遺伝子発
現の各レベルで明らかにし植物ポリアミンの研究発展に大きく寄与するものである。よって博1:(開学)
の学{立を授守するに値するものと審査した。
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